14　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(わたなべ),渡辺)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(やすし),靖)「〈文化〉を捉え直す」 ─新自由主義の論理を超えて
17年度　青山学院大学
★　次の文章を読んで、後の問に答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　冷戦構造の瓦解による市場経済の世界的ａハキュウは、新自由主義（ネオリベラリズム）の論理と力学を頑強にした。新自由主義とは経済効率性や市場競争力そのものを「１正義」とするイデオロギーであり、その過剰を制御する価値として「正義」を位置づけた哲学者ジョン・ロールズらに代表される立場―米国における自由主義（リベラリズム）、ヨーロッパなどにおける社会民主主義―とはほぼ対極にある。
 eq \o\ac(□,2)　例えば、大学では、Ａ目前の実用性や実利性に乏しい人文学や社会科学は「座学」（椅子に座って教師の話を聞く講義形式の科目）として敬遠され、学術よりも実務を重んじる風潮が強くなった。一九七〇年代後半にイギリスで研究開発され、マーガレット・サッチャー政権時代の八四年、失業者を対象にした職業訓練政策の一環として世界で初めて活用された職業適性診断テストや、ロナルド・レーガン政権時代の米国で急速に拡大した大学生の企業実習研修（インターンシップ）制度が、徐々に日本でも導入されるようになった。「２顧客（消費者）」としての大学生による授業評価制度が本格的に日本に導入されたのは、九〇年代のことであった。
 eq \o\ac(□,3)　これらは世界的な傾向でもあり、他の職種同様、市場原理と自己規律化（各個人が主体的に特定の規範に従うようになること）が支配する「オーディット文化」（監査文化）は、確実にキャンパスをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おお),覆)いつつある。そこでは怠惰や無駄は徹底的に否定・排除され、効率性や生産性が厳しく問われることになる。そして、品質管理から認定・保証・報告・評価に至るまで、ａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　　),往々にして)「客観的なデータ」を媒介に行なわれることが今日的な特徴でもある。個人の実存性や内面性が顧慮されることはなく、個人（ないしその群れ）は計算かつ制御可能なものとして捉えられる。それはまさに新自由主義を支え、かつ新自由主義によって支えられた文化と言えよう。
 eq \o\ac(□,4)　新自由主義は消費者至上主義とでも言うべき傾向も助長する。例えば、Ｂ「低価格」こそは「正義」であるかのような風潮である。それは、往々にして３製造業に対する小売業の優位を意味し、コスト削減や効率化などの名目で末端の生産者や労働者に過大な圧力を課すことになる。当然、雇用は不安定となり、労働者の権利は蝕まれる。これは一九八〇年代以降の米国でとりわけ顕著になった傾向であるが、グローバル化が進む今日、日本を含め、他の国とて無縁ではいられない。
 eq \o\ac(□,5)　例えば、エネルギーや資源の節約を本気で考えるならば、コンビニは二十四時間営業を自粛すべきかもしれない。しかし、それは「顧客（消費者）のため」という大義に反し、企業としての「成長」も鈍化させかねない。スーパーモダンの時代（近代化が加速ないし拡張、深化した時代）にあって、４その誘惑を断ち切ることはなおさら難しい。ただし、私たちの多くは「消費者」であると同時に「　　Ａ　　」でもある。両者は本来的に不可分であり、どちらか一方の権利のみが偏重されることは不自然かつ不健全と言えよう。
 eq \o\ac(□,6)　文化人類学者ジョゼフ・デュミットは「正常なインセキュリティ（不安）、健康なインセキュリティ（不安）」（二〇一〇年）と題する論文において、米国の製薬業界を対象に行なった自身のフィールドワークについて報告している。そこでは、製薬会社が自社に有利なように実験結果を操作し、ｂ息のかかった医師に専門誌への論文発表を依頼し、ガイドラインを作成する委員へ便宜を供与し、啓発キャンペーンや患者の支援団体を助成し、新薬の広告や販売促進に莫大な資金を投入する、という構図が指摘されている。
 eq \o\ac(□,7)　その結果、例えば、米国精神医学会による『精神疾患の診断・統計マニュアル』を見ると、第四版（一九九四年）では約三五〇だった精神疾患のカテゴリーが第五版（二〇一三年）では約五〇〇へと細分化され、「病」が増えている。とりわけ九〇年代以降は、それまで病と認定されてこなかった症状に対しても「未病（pre-disease）」という概念が広く用いられるようになり、病のカテゴリーが飛躍的に拡大した。
 eq \o\ac(□,8)　「病とは健康状態からの逸脱である」という従来のパラダイム（ある時代に支配的な考え方・捉え方）は、５もはや破綻をきたしている。むしろ病であることこそ新たな常態であり、際限なき（そして完治なき）病の前に、私たちは症状・発症をいかに制御するかに注意を傾ける他なくなった。それどころか「顧客（消費者）」として、こうしたカテゴリーを積極的に受け入れることで、製薬業界を取り巻く構図の再生産に加担している。著者はそう主張する。
 eq \o\ac(□,9)　ちなみに、『ニューヨーク・タイムズ・マガジン』誌（二〇一〇年一月号）は、米国流の精神疾患――特に、うつ病、心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）、摂食障害など――に関する診断基準や治療方法が、近年、６まるで疫病のごとき速度で世界各地に広がっていると報告している。日本では二○○○年頃からうつ病を「心の風邪」と称する啓発キャンペーンが製薬会社によって展開されたこともあり、うつ病の患者数は一九九九年からの九年間で二・四倍に膨れ上がった。
 eq \o\ac(□,10)　その一方、医療人類学者であり医師でもあるポール・ファーマーは、中南米やロシア、米国などでの医療経験をまとめた『権力の病理』（二〇〇三年）において、人種差別や階級格差といった構造的暴力、その構造と相互依存関係にある権力、その権力を支える身近な制度や規範など、幅広く射程に据えながら、人権や社会正義がｃ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅう),蹂)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りん),躙)されている現状を告発する。
 eq \o\ac(□,11)　例えば、医療倫理。議論されるのは脳死や臓器移植など高度医療の是非ばかりで、構造の底辺を生きる人々への責務が問われることは少ない。そうした風潮の下で医療が「費用対効果」など市場原理的な概念に絡めとられてしまえば「Ｃ医学の実践ですら人権侵害に加担しうる」と批判する。
 eq \o\ac(□,12)　途上国や新興国のみならず、先進国においても新自由主義の論理と力学が、従来の社会的なｄEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),紐帯)や信頼を分断し、経済格差や意識格差を拡大し、個人を孤立（原子）化するリスクが顕著になりつつある。
 eq \o\ac(□,13)　ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）が低減し、「協調」（コミュニティ・ソリューション）が困難になれば、「強制」（ヒエラルキー・ソリューション）ないし「報酬」（マーケット・ソリューション）による問題解決に頼らざるを得なくなり、社会全体のガバナンス（統治）コストは増大する。「他者」への想像力の希薄化は監視社会や訴訟社会、厳罰社会を誘引するとともに、かつて思想家アレクシ・ド・トクヴィルが警鐘を鳴らした、ｂフワ雷同的な「多数派の専制」を助長しかねない。　
 eq \o\ac(□,14)　思想家アントニオ・ネグリとマイケル・ハートは『〈帝国〉』（二〇〇〇年）において、こうした新自由主義による新たな支配のあり方を〈帝国〉と表現した。帝国といっても古典的帝国（前近代的帝国）や植民地帝国（近代的帝国＝帝国主義国家）とは全く別物で、「領土や境界をもたない、中心をもたない、国民国家をも包摂する新たなグローバルな７権力ないしはネットワーク」を指す。新自由主義に適応すべく、様々なシステムが自己形成化・自己組織化するなか、〈帝国〉の権力やネットワークはさらに拡大・深化・再生産されてゆく。Ｄ私たちは〈帝国〉の手のひらの上に生き、そして私たちの生そのものが〈帝国〉をさらに強化しているというわけだ。
 eq \o\ac(□,15)　グローバリゼーション（市場経済の世界的ハキュウとインターネットを中心とする情報通信技術の遍在化をさす概念）に伴うリスクについては国際機関も懸念を示すようになった。従来、リスク吸収の機能は国家に委ねられてきたが、破綻国家が増加し、政情不安や内戦が頻発するようになった。その一方、先進国も財源不足などから「援助疲れ」に陥るなか、国連開発計画（ＵＮＤＰ）は一九九四年版の『人間開発報告書』において、初めて「人間の安全保障（ヒューマンセキュリティ）」という概念を公式に用いた。「安全保障」の対象を従来の「国家」から「人間」へと拡大したもので、生存・生活・尊厳を脅かす広汎かつ深刻な「恐怖」や「欠乏」から人々を守り、「保護」と「能力強化」を通して個々人の持つ可能性を広げ、自立を促し、持続可能な社会づくりに取り組む考え方を指す。その理論的支柱となったのは、アマルティア・センの厚生経済学である。
 eq \o\ac(□,16)　人間は開発の「手段」ではなく「目的」である。開発の目的は「経済成長」だけではなく、「潜在能力（何かを実現できる能力）」を高めることにある。安定した公共政策や自由な社会制度は経済発展の産物ではなく「原動力」である。市場は人々が相互に作用し合い、相互の利益につながる活動をする基本的な場である（問題は市場そのものにあるのではなく、情報の秘匿や強者による強引で不公正な資源配分など、その運用の歪みにある）。格差が許されるのは、社会の中で最も恵まれていない層の状況が最も改善されるときのみである（格差そのものが問題なのではなく、例えば、最貧困層の潜在能力の伸びが鈍いことが問題である）。センはそう唱えた。
 eq \o\ac(□,17)　それまでも経済成長がもたらす人的・社会的負荷への懸念から「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（ＢＨＮ）」といった考え方が存在していたが、あくまで国家主導による基本的な財やサービスの慈善的供与という色彩が強かった。健康や教育、訓練、社会参加の拡充など、より主体の能力強化を重視しているのが「Ｅ人間の安全保障」が目指す「人間開発」の特徴である。そして、そのための社会・文化環境の整備が「社会開発」とされ、道路・水道・電力といった８従来型のハード面のインフラ整備とは一線を画すようになった。
問１　二重傍線部ａ「ハキュウ」を漢字で表す場合、最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　把及　　②　波及　　③　破及　　④　播及　　⑤　派及
問２　傍線部１「正義」は、本来の語義とはやや意味をずらして用いられている。これとほぼ同じ意味で用いられている語を、文中より抜き出して記せ。
［　　　　　　　　　　］
問３　傍線部２「「顧客（消費者）」としての大学生」とはどのような意味で用いられたものか。その説明として最適なものを、次の①～⑤から選べ。
①　大学を代金（授業料）に見合った就職先をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あっせん),斡旋)する職業訓練機関と位置づけ、授業料を支払う大学生を「顧客（消費者）」という側面からとらえたもの。
②　消費者至上主義は今日の社会を覆う普遍的な傾向であり、そうした面から授業料を支払う大学生と大学との上下関係を改めてとらえ直す必要を述べたもの。
③　大学を代金（授業料）とそれに相当する価値（知識や技術など）との交換が行われる経済的な場と位置づけ、授業料を支払う大学生を「顧客（消費者）」という側面からとらえたもの。
④　市場経済の世界的ハキュウに伴い、大学も市場原理の内側に取り込まれ、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),淘)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),汰)されてゆく存在として位置づけ、授業料を支払う大学生の「顧客（消費者）」としての側面が含みもつ重要性を強調したもの。
⑤　市場経済の世界的ハキュウにもかかわらず、なお旧態依然とした学問至上主義の上に安住する大学の時代錯誤をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(や　ゆ),揶揄)し、授業料を支払う大学生を「顧客（消費者）」としてとらえる必要があることを指摘したもの。
問４　傍線部３「製造業に対する小売業の優位を意味し」とあるが、それは何故か。理由の説明として最適なものを、次の①～⑤から選べ。
①　製造業者や小売業者から消費者の権利を守るため。
②　消費者の意向や動向が、市場競争に直接影響を与えるから。
③　製造業者のみならず、消費者も市場経済に不可欠な存在だから。
④　製造業者の自己評価よりも、消費者による評価の方が信頼度が高いから。
⑤　消費者の優位性を確保することで、信頼度の高い製品の製造を製造業者に促すことになるから。
問５　傍線部４「その誘惑」とあるが、何を指すか。最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　グローバル化
②　エネルギーや資源の節約
③　「オーディット文化」（監査文化）
④　新自由主義（ネオリベラリズム）
⑤　「顧客（消費者）のため」という大義
問６　空欄　Ａ　に入る最適な語を、文中より抜き出して記せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　］
◎問７　傍線部５「もはや破綻をきたしている」とあるが、その理由として最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　病であることこそ、私たちが受け入れるべき新たな状態であるから。
②　健康状態からの逸脱以前の状態に対しても、病という概念が適用されるようになったから。
③　飛躍的に増大したさまざまな症状を含め、病を再定義する新たな概念がいまだ示されていないから。
④　米国の製薬業界を軸として構造化された医師と製薬会社との癒着が、医療倫理を崩壊させる結果をもたらしたから。
⑤　医学の発展に伴い、それまで知られていなかった多くの症状が「未病」という概念とともに発見されるに至ったから。
問８　傍線部６「まるで疫病のごとき速度で世界各地に広がっている」とあるが、それはどのような事態について述べたものか。最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　グローバル化に伴い、米国で発見された新しい精神疾患が、世界各地に拡大しつつある状況。
②　米国で形成された医療現場を舞台とする市場経済システムが、国境を越えて世界各地に拡大しつつある状況。
③　米国固有のものと考えられていた精神疾患が、実は世界各地にも潜在していたことが明らかになりつつある状況。
④　米国で形成された医療現場を舞台とする市場経済システムが、世界各国で理解され、受け入れられつつある状況。
⑤　グローバル化に伴い、米国型の生活様式が周辺に拡大し、その結果、米国型の精神疾患も拡大するようになった状況。
問９　二重傍線部ｂ「フワ」を漢字で表す場合、最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　不和　　②　付和　　③　扶和　　④　負和　　⑤　浮和
問10　傍線部７「権力」とあるが、「他人を強制して服従させる力」という一般的な意味とはやや異なった意味で用いられている。その説明として最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　経済援助を背景として特定の規範に従わせる力
②　人間社会共通の義務として特定の規範を強要する力
③　グローバル化の名のもとに個別の義務をわりあてる力
④　新自由主義の掲げる規範に主体的に従うように仕向ける力
⑤　スーパーモダンの象徴として特定の規範を受け容れさせる力

問11　傍線部８「従来型のハード面のインフラ整備とは一線を画す」とあるが、どのような点で「一線を画す」のか。説明として最適なものを次の①～⑤から選べ。
①　産業や生活基盤の整備を目指す従来型のインフラ整備に対し、国家が主体となって、個々人の生存・生活・尊厳を尊重する社会を実現するための社会・文化環境の整備である点。
②　産業や生活基盤の整備を目指す従来型のインフラ整備に対し、市場原理を排除することで、個々人の生存・生活・尊厳を尊重する社会を実現するための社会・文化環境の整備である点。
③　産業や生活基盤の整備を目指す従来型のインフラ整備に対し、個々人の生存・生活・尊厳を脅かす恐怖や欠乏から人々を保護し、安全を確保することを目的とした社会・文化環境の整備である点。
④　産業や生活基盤の整備を目指す従来型のインフラ整備に対し、個々人の生存・生活・尊厳を保護し、また個々人のもつ潜在能力を高めて、持続可能な社会を実現するための社会・文化環境の整備である点。
⑤　産業や生活基盤の整備を目指す従来型のインフラ整備に対し、経済成長を最優先課題と位置づけ、個々人の生存・生活・尊厳を脅かす恐怖や欠乏のない社会を実現するための社会・文化環境の整備である点。
【確認問題】
１　波線部ａ～ｄの意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ａ　往々にして
　ア　昔から続いているさま
　イ　新しく起こるさま
　ウ　めったに起こらないさま　
　エ　繰り返し起こるさま
ｂ　息のかかった
　ア　気心のしれている
　イ　やる気に満ちている
　ウ　影響のもとにある
　エ　将来の見込みのある
ｃ　蹂躙されている
　ア　軽視されている
　イ　踏みにじられている
　ウ　無視されている
　エ　押し込められている
ｄ　紐帯
　ア　むすびつき
　イ　しがらみ
　ウ　とどこおり
　エ　いつくしみ
【補充問題】
２　本文中で「新自由主義的なもの」、または「新自由主義の観点から評価されるもの」として挙げられているものをすべて選べ。
ア　座学
イ　インターンシップ
ウ　消費者至上主義
エ　労働者の権利
オ　資源の節約
３　傍線部Ａのような風潮は何と呼ばれているか。本文中から十字以内で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
４　傍線部Ｂとはどのような風潮のことか。その説明として最適なものを次から選べ。
ア　値段を安くすればたくさん売れるので、生産者も儲かるだろうと安易に考える風潮。
イ　値段を安くすれば民衆を貧困から救えるので、それが正しい政策だと短絡的に考える風潮。
ウ　値段を安くすれば消費者は喜ぶので、それが市場における無上の価値だと思い込む風潮。
エ　値段を安くすれば正当な競争が生まれるので、経済を刺激するには一番よいと結論を急ぐ風潮。
５　傍線部Ｃについて、この部分で述べられている「人権侵害」とはどのようなものか。その説明として最適なものを次から選べ。
ア　きちんと論議すべき脳死や臓器移植における倫理の問題が置き去りにされるということ。
イ　医者のモラルが低下し、患者を大切にしない、倫理観のない医者がはびこるということ。
ウ　未熟な医療技術のせいで、治療することがますます患者を不幸に追いやってしまうということ。
エ　患者を顧客と見る考え方のせいで、本当に医療の必要な弱者に手が届かなくなるということ。
６　傍線部Ｄにおける〈帝国〉の説明として最適なものを次から選べ。
ア　領土や境界に基づき、君主が専制する伝統的な帝国。
イ　国家を最優先し、植民地を獲得していく近代的な帝国。
ウ　グローバル化の流れに逆らい、国民国　家を保護する帝国。
エ　領土や境界を越えて、新たに自己を拡張させていく帝国。
７　傍線部Ｅ「人間の安全保障」の内容を詳しく説明している一文を本文中から探し、最初と最後の五字をそれぞれ答えよ。（句読点および記号などを字数に含む。）

最初＝［　　　　　　　　　　　　　　　　］

最後＝［　　　　　　　　　　　　　　　　］
【解答】
問１　②
問２　大義
問３　③
問４　②
問５　⑤
問６　労働者
問７　②
問８　②
問９　②
問10　④
問11　④
【確認問題】
１　ａ＝エ　ｂ＝ウ　ｃ＝イ　ｄ＝ ア
【補充問題】
２　イ・ウ
３　オーディット文化（８字）
４　ウ
５　エ
６　エ

７　最初＝「安全保障　　最後＝方を指す。

